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水はこどもたちの友達、事故無く安全に
親しんでほしいものです。
　　 （7月13日  浜坂認定こども園プール遊び）



国保基金６千万円投入で保険税増額を
　　　　　　 ストップ！賛成多数で可決
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平
成
27
年
６
月
第
73
回
定
例
会
は
、
平
成
27
年

６
月
４
日
か
ら
６
月
17
日
を
会
期
と
し
て
招
集
さ

れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
は
、
報
告
７
件
、
条
例

改
正
６
件
、
平
成
27
年
度
各
会
計
補
正
予
算
９
件

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

条 
例 
改 

正

新
温
泉
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
こ
の
改
正
は
地
方
税
法

施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

る
も
の
と
、
平
成
27
年
度

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改

正
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。
提
案
に
対
し「
社

会
保
障
制
度
の
柱
で
あ
り

少
な
く
と
も
50
％
は
行
政

が
負
担
す
べ
き
だ
」「
保

険
税
は
家
計
に
響
く
、
こ

れ
以
上
の
負
担
は
限
界

だ
」
な
ど
、
多
く
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
、

医
療
費
の
増
額
に
伴
い

保
険
税
も
増
額
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

基
金
か
ら
６
千
万
円
を
投

入
し
、
軽
減
枠
の
拡
大
や

世
帯
割
・
人
員
割
を
軽
減

し
、
結
果
と
し
て
平
均
値

を
下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
以
下
、
今
回
の
条
例
改

正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
温
泉
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分　
　
　

（
説
明
）
地
方
税
法
等
を

改
正
す
る
法
律
の
公
布
に

伴
い
改
正
を
す
る
も
の

（
軽
自
動
車
関
係
）。

新
温
泉
町
議
会
の
議
決

す
べ
き
事
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正　
　

（
説
明
）
町
総
合
計
画
に

お
け
る
基
本
構
想
の
策

定
、
変
更
又
は
廃
止
に
関

す
る
こ
と
を
議
会
の
議
決

す
べ
き
事
件
と
す
る
た
め

改
正
す
る
も
の
。

新
温
泉
町
税
条
例
等
の

一
部
改
正　
　
　
　
　

（
説
明
）
地
方
税
法
等
を

改
正
す
る
法
律
の

公
布
に
伴
い
改
正

す
る
も
の
。

新
温
泉
町
下
タ

山
公
共
建
設
残

土
処
分
場
条
例

の
一
部
改
正　

（
説
明
）
兵
庫
県

が
施
工
す
る
２
級

河
川
味
原
川
整
備

工
事
に
よ
る
下
タ

山
公
共
建
設
残
土

処
分
場
の
管
理
棟
移
転
に

伴
い
改
正
を
す
る
も
の
。

新
温
泉
町
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

（
説
明
）
児
童
福
祉
施
設

最
低
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
等
の
施
行
に
よ

る
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
改
正
に
伴
い
改
正

を
す
る
も
の
。

長い列ができたプレミアム商品券の発行初日（浜坂商工会館）

　

反
対
討
論

谷
口 

　
功 

議
員
　

国
保
税
条
例
一
部
改
正

　
一
点
で
反
対
す
る
。
国

保
税
の
最
高
限
度
額
を

４
万
円
引
き
上
げ
、
85
万

円
に
す
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
反
対
す
る
。
所
得

の
多
い
人
が
た
く
さ
ん
負

担
す
る
こ
と
は
税
制
の
原

則
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

定
額
で
85
万
円
も
の
負
担

を
強
い
る
こ
と
は
社
会
保

障
制
度
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ

も
の
で
あ
る
。

　
国
保
制
度
は
社
会
保
障

制
度
の
一
つ
で
あ
り
な
が

ら
、
国
は
38
．
５
％
し
か

負
担
し
て
お
ら
ず
、
お
よ

そ
社
会
保
障
と
い
え
る
も

の
と
は
程
遠
い
。
本
来
、

社
会
保
障
は
所
得
の
有
る

無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
国

民
す
べ
て
に
等
し
く
保
障

す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
、

こ
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て

国
保
制
度
を
見
直
し
、
住

民
の
可
能
な
負
担
に
す
べ

き
で
あ
る
。

 こんな「決まり事」に
 なりました

チェック！
　 条例改正



国保基金６千万円投入で保険税増額を
　　　　　　 ストップ！

平成27年6月補正予算（一般会計･特別会計･企業会計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（単位：千円）

会　　　計　　　名 補正額 補正後予算

一　　般　　会　　計 12,778 10,505,778

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 照来診療所 △ 575 34,909

〃　　歯科診療所 △ 1,820 53,277

介 護 保 険 事 業 934 1,696,731

浜坂地区残土処分事業 842 137,196

温泉地区残土処分事業 △ 187 52,243

下 水 道 事 業 98 817,768

公
営
企
業
会
計

浜 坂 温 泉 配 湯 事 業 △ 10 159,898

水 道 事 業 80 942,944

公 立 浜 坂 病 院 事 業 15,875 1,612,761

 まちの台所事情が
 変わりました

チェック！
　 補正予算
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新
温
泉
町
議
会
の
定
例
会

の
回
数
及
び
期
月
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正　
　

（
説
明
）
新
温
泉
町
議
会

の
定
例
会
の
期
月
に
つ
い

て
、
議
会
運
営
上
、
招
集

時
期
の
変
更
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
対
応
す
る
た

め
改
正
を
す
る
も
の
。

報  

告  

他

　
平
成
26
年
度
一
般
会

計
、
浜
坂
地
区
残
土
処
分

場
事
業
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、

予
算
繰
越
計
算
書
の
各
報

告
及
び
平
成
26
年
度
兵
庫

県
町
土
地
開
発
公
社
、
第

27
期
営
業
年
度
株
式
会
社

温
泉
町
夢
公
社
の
各
事
業

報
告
及
び
財
務
諸
表
の
報

告
、
損
害
賠
償
の
額
の
決

定
及
び
和
解
に
関
す
る
専

決
処
分
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任

期
満
了
と
な
る
西
浜
財
産

区
・
大
庭
財
産
区
・
八
田

財
産
区
の
各
管
理
委
員
及

び
補
助
委
員
は
全
会
一
致

で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

補 

正 

予 

算

　
こ
の
度
の
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
４
月
に

行
わ
れ
た
人
事
異
動
に

伴
う
人
件
費
の
補
正
が

各
費
目
全
体
に
わ
た
っ
て

調
整
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
規
の
事
業
で

主
な
も
の
は
、
総
務
費
で

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
発 

行
業
務
委
託
５
５
３
万
４ 

千
円
増
額
。
衛
生
費
で
は

岸
田
出
張
診
療
所
の
医
師

派
遣
負
担
金
１
９
１
万
１ 

千
円
、
下
水
道
接
続
工
事

請
負
費
１
８
６
万
９
千
円

増
額
。
農
林
水
産
業
費 

で
は
、
林
道
修
繕
工
事

２
７
０
万
円
、
経
営
体
育

成
支
援
事
業
補
助
金
８
０ 

４
万
５
千
円
増
額
。
土
木

費
は
道
路
橋
梁
の
工
事
請

負
費
と
修
繕
で
９
５
８
万 

９
千
円
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
一
般
会
計
補

正
は
１
，
２
７
７
万
８
千

円
を
増
額
し
、
一
般
会
計

予
算
は
総
額
１
０
５
億 

５
７
７
万
８
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
併
せ
て
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
ほ
か
４
件
、
水

国民健康保険税は加入者皆さんの医療費です。
医療費が下がれば税も下がります。健康づく
りのため、検診を受けて早期発見・早期治療
に努めましょう。

　

反
対
討
論

中
井 

次
郎 

議
員
　

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
す

る
。
歳
出
の
戸
籍
住
民
台

帳
費
、
委
託
費
に
反
対
す

る
。
こ
の
経
費
は
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
」
に
基
づ

く
業
務
で
あ
り
来
年
１
月

か
ら
運
用
開
始
の
た
め
の

費
用
だ
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

全
国
民
に
番
号
を
つ
け
、

所
得
や
社
会
保
障
な
ど
の

個
人
情
報
を
政
府
が
利
用

す
る
も
の
で
、
中
小
業
者

や
自
治
体
も
大
変
な
事

務
量
を
抱
え
る
こ
と
と
な

る
。
個
人
情
報
の
漏
え
い

の
可
能
性
が
強
い
こ
と
、

そ
れ
に
よ
り
「
な
り
す
ま

し
」
の
よ
う
な
犯
罪
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
。

道
事
業
会
計
補
正
予
算
ほ

か
３
件
も
議
案
上
程
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
各
会
計
の
補
正
額

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。



　ずばり！町政を問う。 一 般 質 問

ずばり!　 　　
 　  町政を問う。

　一般質問とは、議員個人が町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長
に求め、町民のための適切な行政運営を進めているかを点検することと、議員自らの政策提言を行い、
政治姿勢を明らかにするものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　本町議会では、議員は年 4 回の定例会で一般質問することができます。質問方法は、効率的な議
会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」を採用し、
議員はその内容に添って質問します。一般質問の質問時間は、答弁時間を除き 40 分以内で、時間
内であれば何回でも質問することができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　議会広報では、質問議員が自分の質問結果の原稿（１人１ページ）を起こし掲載しています。今
定例会の質問議員は６人でした。次のとおり紹介します。

頁 質  問  者 質　　　　問　　　　事　　　　項

5 中村　　茂
①学校再編に伴う地域要望の実施状況
②外国人観光客への対応、町の情報発信
③地域おこし協力隊・起業アドバイザーの状況

6 西村　銀三
①環境整備・大交流時代にふさわしい町にしよう
　　　　　・公共施設、公共物などの管理
②森林管理・林業の現状と将来の在り方

7 中井　次郎
①学校にエアコンを
②温泉地域にある診療所の体制充実を
③マイナンバー制度

8 池田　宜広
①「特定不妊治療助成事業」の成果を問う
②「地方創生」の戦略は
③「松の庭」松林の今後は

9 高橋　邦夫 ①浜坂病院の存続が危ぶまれているが、その認識を問う
②危険空き家に関する条例を制定すべき

10 谷口　　功 ①戦争法案反対の具体的行動を求める
②国民健康保険税の引き下げを求める

　　※質問は通告受け付け順に掲載しています。
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　ずばり！町政を問う。

小
学
校
再
編
に
伴
う
地
域
要
望
の
早
期
完
結
を

　
　
町
長　

積
み
残
し
は
地
域
と
共
に
考
え
る

学校は多くの地域民を育てた地域の拠点。学校再編が地域の
再生に発展したいものです。（方向が未定の旧奥八田小学校）

中村 　茂 議員

しんおんせん議会だより（第３９号  平成２７年７月２３日）5

も
ち
ろ
ん
浜
坂
地
域
も
同

様
。
こ
の
点
の
地
域
要
望

は
重
い
も
の
と
認
識
し
、

真
摯
に
受
け
と
め
て
対

応
し
て
き
た
。（
久
斗
山
、

三
尾
、
赤
崎
、
居
組
、
熊

谷
、
春
来
、
八
田
）
積
み

残
し
は
ほ
ぼ
無
い
が
、
奥

八
田
は
地
域
か
ら
簡
易
宿

泊
施
設
に
、
と
い
う
要
望

が
あ
る
。
こ
れ
は
耐
震
の

問
題
が
あ
り
、
対
応
が
非

常
に
難
し
く
未
実
施
と
言

え
る
。

　
旧
奥
八
田
小
校
区
に 

は
７
集
落
あ
り
典
型
的
な

過
疎
少
子
高
齢
化
の
地
域
。

こ
の
地
域
要
望
（
簡
易
宿

泊
施
設
に
改
修
利
用
）
は
、

地
域
の
命
運
と
生
き
残
り

を
か
け
た
要
望
で
あ
る
。

耐
震
が
ネ
ッ
ク
と
言
わ
れ

た
が
、経
過
を
見
る
と
“
断

る
理
由
の
積
み
重
ね
”
と

感
じ
る
。

町
長
　
昨
年
に
代
表
の
方 

々
が
簡
易
宿
泊
施
設
等
の

要
望
で
来
庁
の
折
に
、“
地

域
の
活
性
化
の
核
と
し
て

何
ら
か
の
施
設
・
活
動
の

場
が
必
要
で
今
後
も
継
続

　
本
町
で
は
、
平
成

22
・
24
年
度
に
温
泉
地
域

の
小
学
校
再
編
、
浜
坂
地

域
は
、
平
成
16
年
度
に
再

編
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

学
校
は
地
域
の
拠
点
だ

が
、
そ
れ
を
失
う
代
償
が

跡
地
利
用
等
の
地
域
要
望

で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
通

常
の
地
域
要
望
で
な
く
質

も
格
も
高
い
も
の
で
、
早

期
に
実
施
す
べ
き
だ
が
未

実
施
（
積
み
残
し
）
は
な

い
の
か
。

町
長
　
小
学
校
の
再
編
で
、

閉
鎖
す
る
学
校
が
で
き
た
。

し
て
考
え
る
”
と
の
理
解

を
得
て
集
落
再
生
支
援
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

住
民
の
皆
さ
ん
と
今
後
も

一
緒
に
な
っ
て
対
応
し
た

い
。

情
報
発
信
は
官
民
一
丸

で
推
進
す
べ
き

　
海
外
向
け
の
情
報
発

信
事
業
が
予
算
化
さ
れ
て

い
る
が
、
本
町
の
外
国
人

観
光
客
の
対
応
は
ど
の
よ

う
に
推
進
す
る
の
か
（
方

向
、
体
系
、
合
意
形
成
な

ど
）。
こ
の
機
会
に
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
改

修
は
行
わ
な
い
の
か
。

町
長
　
特
に
体
系
づ
け
た

も
の
は
な
い
が
、
行
政
は

基
盤
整
備
が
重
要
と
認

識
。
現
在
、
関
係
団
体
等

の
意
見
も
聞
き
、
海
外
向

け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
、
但
馬
牛
の
宣
伝
映
像

作
成
、
花
火
等
地
域
観
光

資
源
を
活
用
し
た
外
国
人

の
誘
客
、
無
料
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業
を
進
め

て
い
る
。
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
“
い
ろ
い
ろ
載

せ
て
い
る
が
イ
ン
パ
ク
ト

が
弱
い
”
と
い
う
批
評
を

聞
い
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ

進
化
の
過
程
に
あ
り
、
指

摘
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
活
用
は
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。



建設から 30 年が経過し、外壁の痛みが
気になる役場庁舎

西村 銀三 議員

大交流時代にふさわしい町に
　　町長　27年度の計画で行う　
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境
整
備
に
力
を
入
れ
て
、

も
っ
と
き
れ
い
な
町
に
す

べ
き
だ
。
自
家
用
車
や
バ

ス
で
来
る
観
光
客
が
ま
ず

目
に
す
る
の
は
国
道
９
号

線
沿
い
の
大
型
の
建
物
や

公
共
施
設
だ
。
例
え
ば
、

全
但
バ
ス
湯
村
営
業
所
だ

が
、
建
物
の
汚
れ
が
目
に

つ
く
。
こ
の
ほ
か
に
も
汚

れ
が
気
に
な
る
公
共
施
設

は
か
な
り
あ
る
。
湯
村
温

泉
の
荒
湯
周
辺
の
橋
も
ペ

ン
キ
が
は
げ
落
ち
て
い

る
。
観
光
立
町
に
ふ
さ
わ

し
い
き
れ
い
な
町
に
す
べ

き
だ
。

町
長
　
今
後
、
益
々
観
光

客
は
増
え
て
い
く
。
鹿
野

町
や
生
野
銀
山
を
訪
れ
て

も
派
手
さ
は
な
い
が
町
の

た
た
ず
ま
い
や
人
々
の
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

我
が
町
は
ま
だ
ま
だ
だ

が
、
27
年
度
の
計
画
の
中

で
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

の
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
役
場
の
ト

イ
レ
掃
除
な
ど
は
、
臨
時

職
員
だ
け
で
な
く
、
率
先

垂
範
し
課
長
が
や
っ
て
は

ど
う
か
。

町
長
　
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

課
で
対
応
し
て
い
る
。
商

工
観
光
課
は
Ｊ
Ｒ
浜
坂

駅
、
浜
坂
と
居
組
の
県
民

サ
ン
ビ
ー
チ
、
田
井
の
浜

の
公
衆
ト
イ
レ
だ
。
温
泉

総
合
支
所
で
は
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
、
夢
千
代
ト
イ

レ
、
北
駐
車
場
だ
。
建
設

課
で
は
、
浜
坂
白
馬
公
園
・

旧
浜
坂
警
察
署
跡
地
の
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
だ
。
農
林

水
産
課
は
、
浜
坂
と
諸
寄

に
あ
る
漁
港
ト
イ
レ
だ
。

こ
れ
ら
は
清
掃
業
者
、
地

域
の
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
、

観
光
協
会
、
漁
業
組
合
、

臨
時
職
員
な
ど
が
行
っ
て

い
る
。
幹
部
職
員
の
ト
イ

レ
の
掃
除
は
現
段
階
で
は

無
理
で
あ
る
。

森
林
活
用
で
雇
用
拡
大
を

　
我
が
町
の
約
90
％
は

森
林
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
度
、
香
美
町
（
春
来
峠

に
あ
る
森
林
組
合
）
に

チ
ッ
プ
を
生
産
す
る
バ
イ

オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
た
。
森
林
組
合
の
総
予

算
は
約
９
億
円
、
職
員
は

約
60
名
、
今
年
は
地
元
の

高
校
卒
業
生
が
３
名
も

入
っ
た
と
い
う
。
森
林
の

保
全
、
水
害
な
ど
の
防
止
、

自
然
環
境
保
護
、
野
生
動

物
対
策
な
ど
そ
の
役
割
は

大
き
い
。
ま
た
、
木
の
買

い
取
り
価
格
な
ど
の
見
直

し
も
必
要
だ
。
森
林
政
策

強
化
で
雇
用
の
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
く
べ
き
だ
。

町
長
　
３
億
８
０
０
０
万

円
で
完
成
し
た
。
日
量
80

ト
ン
の
処
理
が
で
き
る
。

こ
の
チ
ッ
プ
工
場
は
今
後

生
野
に
出
来
る
予
定
の
関

西
電
力
の
火
力
発
電
所
を

念
頭
に
お
い
て
い
る
。
森

林
を
新
た
な
資
源
と
し

て
、
森
林
所
有
者
、
森
林

組
合
、
町
な
ど
今
後
の
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
み

た
い
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
に
は
浜

坂
道
路
が
完
成
す
る
。
外

国
か
ら
は
観
光
客
が
ど
ん

ど
ん
増
え
続
け
て
い
る
。 

麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
で
は

３
０
０
０
人
近
い
ラ
ン
ナ 

ー
が
町
を
訪
れ
て
い
る
。

　
新
温
泉
町
を
訪
れ
る
人

は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
交
通
手
段
は

ど
う
か
。

町
長
　
自
家
用
車
を
使
っ

た
関
西
圏
か
ら
の
観
光
客

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
今
後
は

鳥
取
空
港
の
東
京
５
便
化

に
伴
い
、
関
東
圏
の
お
客

様
も
増
え
る
と
思
う
。

　
町
長
は
大
交
流
時
代

を
テ
ー
マ
に
町
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
環



診
療
所
の
体
制
を
充
実
せ
よ

　
　
町
長　

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
で
苦
し
い
状
況
だ

マンパワーが不足している診療所

歯科診療所

照来診療所

中井 次郎 議員

　ずばり！町政を問う。
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正
職
の
看
護
師
が
退
職

し
、
非
正
規
の
看
護
師
を

募
集
し
て
い
る
が
、
応
募

が
な
い
状
況
だ
。
そ
の
不

足
を
八
田
診
療
所
の
看
護

師
（
嘱
託
）
が
し
て
い
る
。

こ
の
看
護
師
が
八
田
・
岸

田
・
照
来
と
３
診
療
所

の
業
務
を
受
け
持
っ
て
い

る
。　

歯
科
診
療
所
で
は
３

月
で
歯
科
衛
生
士
（
正
職

員
）
が
退
職
し
た
が
、
そ

の
後
任
は
採
用
せ
ず
に
運

営
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
医
療
事
務
は
３
人
の

歯
科
衛
生
士
が
行
い
、
行

政
事
務
は
歯
科
技
工
士

（
正
職
員
）
が
兼
務
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
確

認
の
意
味
で
尋
ね
た
が
、

こ
れ
で
間
違
い
な
い
か
。

町
長
　
診
療
所
の
体
制
に

つ
い
て
は
、
こ
の
間
、
正

職
員
に
し
て
も
臨
時
職
員

に
し
て
も
募
集
を
か
け
て

い
る
が
、
応
募
が
な
い
の

が
実
情
だ
。
マ
ン
パ
ワ
ー

が
不
足
し
苦
し
い
状
況

だ
。

　
温
泉
地
域
に
は
歯

科
診
療
所
、
照
来
診
療

所
、
八
田
診
療
所
、
岸
田

出
帳
診
療
所
が
あ
り
、
町

民
の
医
療
、
健
康
に
必
要

不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
八
田
診
療
所
は
診

療
を
再
開
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
は
「
良
い
先
生

の
時
は
５
人
ほ
ど
診
察
を

待
っ
て
い
た
。
診
療
日
を

増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
の

声
が
出
て
い
る
。

町
長
　
４
つ
の
診
療
所
の

体
制
は
こ
の
３
月
よ
り
後

退
し
た
。
照
来
診
療
所
は

　
一
人
の
職
員
が
３

つ
の
診
療
所
を
持
つ
、
き

わ
め
て
過
酷
な
雇
用
形
態

だ
。
歯
科
診
療
所
に
つ
い

て
、
課
長
は
以
前
の
委
員

会
で
「
４
月
の
現
場
の
状

況
を
見
て
判
断
す
る
と
」

答
弁
し
て
い
た
が
実
際
に

足
を
運
ん
だ
の
か
。

町
長
　
募
集
を
か
け
て
い

る
。
労
働
形
態
に
つ
い
て

は
可
能
な
限
り
充
足
に
向

け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

課
長
　
歯
科
診
療
所
の
件

だ
が
、
歯
科
衛
生
士
（
正

職
員
）
が
辞
め
る
と
の
話

が
あ
り
、
そ
の
補
充
を
ど

う
す
る
か
で
診
療
所
に
出

向
い
た
。
そ
の
時
、「
補

充
は
期
待
で
き
な
い
」
と

話
し
た
。
そ
の
後
残
っ
た

職
員
で
カ
バ
ー
す
る
と
の

話
に
な
り
、
事
務
は
歯
科

技
工
士
が
兼
務
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
４
月

は
出
向
い
て
い
な
い
。
し

か
し
、
現
場
の
状
況
は
担

当
が
毎
日
聞
い
て
い
る
。

職
員
は
休
み
も
取
れ
な

い
、
改
善
せ
よ

　
診
療
所
に
勤
め
て
い
る

職
員
は
体
調
が
悪
く
て
も
、

な
か
な
か
休
め
な
い
状
況

だ
、
改
善
せ
よ
。

町
長
　
非
常
に
厳
し
い
状

況
は
理
解
し
て
い
る
。
マ

ン
パ
ワ
ー
の
充
足
に
向
け

努
力
す
る
。



子どもは町の宝。安心して妊娠・出産できる

環境整備が必要

池田 宜広 議員

特定不妊治療助成の更なる拡充を
　　町長　必要なものとして漸次整える　
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あ
る
調
査
・
統
計
に

よ
る
と
、
日
本
で
特
定
不

妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫

婦
の
合
算
で
支
払
う
金
額

が
１
３
０
～
１
５
０
万
円

必
要
で
あ
る
。
ま
た
治
療

に
必
要
と
す
る
期
間
が
２

～
５
年
と
い
う
調
査
結
果

も
出
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
約
４
割
程
の
方
々
が

懐
妊
し
産
声
を
聞
か
れ
て

い
る
。
こ
の
町
だ
け
で
は

な
い
が
少
子
化
は
避
け
て

通
る
こ
と
は
難
し
い
。
し

か
し
、
子
ど
も
の
笑
い
・

泣
き
声
は
多
く
の
方
々
を

癒
し
て
く
れ
る
。
３
月
議

会
で
も
述
べ
て
き
た
が
、

低
所
得
者
層
に
は
こ
の
金

額
は
特
に
厳
し
い
状
況
に

あ
る
、
思
い
切
っ
た
助
成

拡
充
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
　
具
体
的
成
果
も
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

い
る
。
ご
指
摘
は
私
ど
も

も
重
く
受
け
止
め
、
よ
り

制
度
の
実
効
性
を
高
め
る

方
向
で
、
こ
れ
か
ら
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
必
要
な

処
置
と
い
う
も
の
は
漸
次

整
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
は

　
こ
れ
ま
で
地
域
政
策

を
数
多
く
打
ち
出
し
て
き

た
が
ほ
と
ん
ど
は
失
敗
に

終
わ
っ
て
い
る
、
こ
れ
が

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

ど
の
よ
う
な
政
策
、
戦
略

で
い
く
の
か
。

町
長
　
地
方
総
合
戦
略
と

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
こ
の
２

つ
が
27
年
の
地
方
創
生
の

中
で
計
画
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。
し
か
し
我
が
町
は
ど

う
し
て
も
基
本
２
つ
、
15

歳
問
題
、
18
歳
問
題
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
一
旦

出
た
人
達
が
帰
り
た
い
と

き
に
帰
っ
て
こ
れ
る
生
活

の
環
境
整
備
が
一
番
だ
と

思
っ
て
い
る
。

「
松
の
庭
」
松
林
と
県
民

サ
ン
ビ
ー
チ
の
今
後
は

　
伐
倒
処
理
が
待
っ
た

な
し
で
進
ん
で
い
る
松
林

だ
が
、
昨
年
こ
の
議
会
で

質
問
を
し
、
で
き
る
限
り

の
保
全
に
努
め
る
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
。

町
長
　
27
年
は
杭
、
柵
は

撤
去
し
な
が
ら
計
画
を
つ

く
り
上
げ
、
28
年
以
後
に

漸
次
対
応
す
る
。

「
不
妊
治
療
費
」
の
現
状

把
握
は
出
来
て
い
る
か

　
特
定
不
妊
治
療
に
は

大
変
お
金
が
か
か
る
。
初

期
の
治
療
は
、
保
険
適
応

で
比
較
的
安
い
金
額
で
の

治
療
で
懐
妊
に
至
る
場
合

も
あ
る
が
、
体
外
受
精
及

び
顕
微
授
精
等
、
高
度
な

治
療
に
至
っ
て
は
、
１
回

の
治
療
費
が
30
万
以
上
か

か
る
の
が
実
情
だ
。
こ
の

高
額
治
療
費
に
町
長
の
見

解
は
。

町
長
　
特
殊
出
生
率
は
県

下
で
も
一
番
高
い
地
域
だ

が
、
こ
の
出
生
率
を
維
持

し
、
な
お
上
向
き
に
し
て

い
く
こ
と
も
、
必
要
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。



「
３
億
５
千
万
円
」
も
繰
り
入
れ
る
病
院
は
存
続
の
危
機
だ

　
　
町
長　

「
資
金
不
足
比
率
未
満
」
に
抑
制
す
る
目
的
だ

多額の資金投入された浜坂病院

再建には皆さんの力が必要　　

高橋 邦夫 議員

　ずばり！町政を問う。
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か
ら
の
繰
入
れ
は
議
会
で

説
明
し
た
と
お
り
で
、
財

務
状
況
は
年
毎
に
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
多
額

の
繰
入
す
る
事
態
に
な
っ

た
原
因
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。
院
長
を
は

じ
め
、
医
師
が
定
着
し
な

い
な
ど
、
そ
の
責
任
は
管

理
者
町
長
に
あ
る
。

事
務
長
　
医
師
数
の
減
少

が
主
原
因
で
収
益
が
下

が
っ
て
資
金
不
足
と
な
っ

て
い
る
。
国
の
財
政
健
全

化
法
に
よ
る
「
資
金
不
足

比
率
未
満
」
に
抑
制
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
会

計
制
度
で
、
26
年
度
決
算

の
貸
借
対
照
表
で
債
務
超

過
が
明
ら
か
に
な
る
。

救
急
患
者
の
受
入
れ
は

　
一
病
院
の
受
入
れ
態

勢
と
町
民
感
情
が
一
致
し

て
い
な
い
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
運
航
で
役
割
が
薄
れ

て
い
な
い
か
。

町
長
　
現
在
の
医
師
数
か

ら
し
て
全
て
を
受
入
れ
る

に
は
無
理
が
あ
る
。

　
在
宅
診
療
は
ど
の
様

な
活
動
を
す
る
の
か
。
開

業
医
と
競
合
し
、
展
開
は

難
し
い
の
で
は
。

事
務
長
　
開
業
医
に
か
か 

っ
て
い
な
い
病
院
の
患
者

や
近
隣
の
方
々
を
メ
イ
ン

に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

と
連
携
し
て
い
く
シ
ス
テ

ム
を
進
め
て
い
る
。
競
合

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
担
当
参
事
の
役
割
と

権
限
は
ど
う
す
る
。

町
長
　
病
院
で
一
番
必
要

な
医
師
確
保
に
取
り
組
ん

で
も
ら
う
。
知
見
や
知
識

な
ど
卓
越
し
た
も
の
を

も
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
３
月
の
補
正
予
算
で

資
金
シ
ョ
ー
ト
を
起
こ
す

と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
、

過
去
に
例
を
見
な
い
多
額

の
３
億
５
千
万
円
を
病
院

会
計
に
繰
り
入
れ
た
。
こ

の
事
実
を
多
く
の
町
民
は

知
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
後
年
も
数
億
円
の
繰

り
入
れ
が
続
け
ば
、
病
院

の
「
廃
止
」
や
「
民
営
化
」

な
ど
の
声
が
あ
が
る
。
町

民
に
病
院
の
現
状
を
率
直

に
公
開
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
　
資
金
シ
ョ
ー
ト
は

存
在
し
な
い
が
一
般
会
計

病
院
の
具
体
的
な
収
支
改

善
策
を
早
急
に
示
す
べ
き

　
経
営
健
全
化
に
向
け
早

急
に
収
支
改
善
策
を
示
す

べ
き
だ
。

事
務
長
　
県
が
策
定
し
て

い
る
地
域
医
療
構
想
と
地

域
に
お
け
る
病
院
の
役
割

を
連
動
さ
せ
る
具
体
的
な

計
画
を
策
定
す
る
予
定
だ
。

危
険
空
き
家
特
別
措
置

法
の
施
行
に
伴
い
町
条

例
を
制
定
す
べ
き

　
法
の
施
行
ま
で
相
当

の
期
間
が
あ
っ
た
が
、
条

例
化
す
べ
く
営
み
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
危
険
空
き

家
の
定
義
を
明
確
に
し
、

自
治
体
と
し
て
強
制
撤
去

な
ど
権
限
が
ど
こ
ま
で

及
ぶ
の
か
示
す
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
措
置
法
は
空

き
家
バ
ン
ク
創
設
の
法
で

は
な
い
。
危
険
空
き
家
を

き
ち
っ
と
処
理
す
る
こ
と

が
大
事
だ
。

建
設
課
長
　
空
き
家
の
実

態
調
査
を
し
て
、
危
険
空

き
家
特
別
措
置
法
の
基
本

と
し
て
、
実
情
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
今
後
、
条
例
制

定
も
検
討
す
る
。
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の
危
険
が
あ
る
。
第
一
は
、

ア
メ
リ
カ
が
起
こ
す
戦
争

に
、
自
衛
隊
が
従
来
の
戦

闘
地
域
ま
で
行
っ
て
軍
事

支
援
を
行
う
。
第
二
は
、

形
式
上
、
停
戦
合
意
し
て

い
る
が
、
な
お
戦
乱
が
続

い
て
い
る
よ
う
な
地
域
に

自
衛
隊
を
派
兵
し
、
治
安

維
持
活
動
に
取
り
組
む
。

第
三
は
、
日
本
が
ど
こ
か

ら
も
攻
撃
を
受
け
て
い
な

い
の
に
、
集
団
的
自
衛
権

を
発
動
し
て
米
国
の
海
外

で
の
戦
争
に
自
衛
隊
が
参

戦
す
る
。
こ
の
よ
う
な
具

体
的
危
険
が
国
民
に
迫
る

下
で
、
町
長
の
意
思
表
示

は
。

町
長
　
国
会
の
論
戦
の
さ

な
か
、
参
考
人
招
致
で
３

人
の
学
者
が
、
当
該
関
連

法
案
は
違
憲
で
あ
る
と

言
っ
て
い
る
。
少
な
く
と

も
我
が
国
の
立
法
府
を
構

成
す
る
国
会
議
員
は
、
違

憲
で
あ
る
可
能
性
が
極
め

て
強
い
当
該
法
案
を
、
通

す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

議
員
と
し
て
の
ほ
こ
り
を

持
つ
べ
き
。

国
保
税
せ
め
て
１
万
円

引
き
下
げ
よ

　
国
民
健
康
保
険
法
は
、

第
１
条
に
社
会
保
障
制
度

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
。
社
会
保
障

制
度
で
あ
る
は
ず
の
国
保

税
が
、
住
民
か
ら
は
高
過

ぎ
て
払
え
な
い
と
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ど
う

し
て
か
。

町
長
　
主
要
な
要
因
は
、

医
療
費
の
増
高
で
あ
り
、

基
金
も
底
を
つ
い
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
違
う
。
国
の

負
担
は
２
分
の
１
と
い
わ

れ
る
が
、
１
９
８
４
年
に

38
．
５
％
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
が
最
大
の
値
上

げ
理
由
で
あ
る
。
も
う
一

つ
が
、
国
保
加
入
者
は
農
・

漁
業
者
、
自
営
業
者
な
ど

社
会
保
険
以
外
の
方
が
入

る
も
の
だ
っ
た
が
、
い
ま

は
無
職
者
な
ど
所
得
の
少

な
い
方
が
多
く
、
国
保
税

収
入
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。

　
１
９
４
８
年
に
社
会
保

障
制
度
審
議
会
が
設
置
を

さ
れ
、
国
・
行
政
の
責
任

を
明
確
に
し
て
い
る
。
国

に
財
源
を
要
求
す
る
と
と

も
に
、
せ
め
て
、
１
世
帯

当
た
り
１
万
円
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
。

町
長
　
27
年
度
も
基
金
を

取
り
崩
し
、
引
き
上
げ
を

抑
え
る
努
力
を
し
て
い
る

こ
と
が
精
一
杯
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
日
本
の
国
会
に
は
ま

だ
法
案
も
上
程
さ
れ
て
い

な
い
の
に
、
４
月
29
日
、

安
倍
首
相
は
ア
メ
リ
カ
上

下
両
院
議
員
を
前
に
し
て

｢

夏
ま
で
に
戦
争
法
案
を

成
立
さ
せ
る｣

と
演
説
を

し
て
い
る
。
立
憲
主
義
に

反
す
る
。

町
長
　
私
見
だ
が
、
現
行

憲
法
下
に
お
け
る
集
団
的

自
衛
権
は
、
現
憲
法
は
想

定
し
て
い
な
と
思
う
。
必

要
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

仮
定
だ
が
、
憲
法
を
改
正

し
て
、
国
民
的
な
議
論
、

な
お
か
つ
最
終
的
に
国
民

主
権
の
原
則
の
中
で
国
民

に
よ
る
投
票
行
動
が
あ

り
、
決
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
。

　
戦
争
法
案
は
、
三
つ
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総務教育常任委員会
平成２７年６月９日開会

　

こ
ど
も
教
育
課

平
成
27
年
度
工
事
発
注
状

況
及
び
進
捗
率
に
つ
い
て

Ｑ　
吊
り
天
井
の
工
期
は

９
月
30
日
と
明
記
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
は
ど
う
な

の
か
。

Ａ　
工
期
は
９
月
30
日
と

し
て
い
る
が
、
特
記
事
項

と
し
て
夏
休
み
中
の
８
月

末
に
完
成
予
定
と
し
て
い

る
。

平
成
27
年
度
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
イ
ー
ク
並
び
に
自

然
学
校
の
実
施
に
つ
い
て

Ｑ　
自
然
学
校
を
兎
和
野

高
原
等
の
他
町
で
実
施
し

て
い
る
が
、
新
温
泉
町
で

で
き
な
い
の
か
。

Ａ　
新
温
泉
町
で
も
実
施

し
て
き
た
経
過
が
あ
る
が
、

設
備
等
の
関
係
で
今
の
形

に
な
っ
て
い
る
。
基
本
的

に
は
地
域
の
中
で
実
施
す

べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

　

生
涯
教
育
課

第
16
回
「
宇
野
雪
村
賞
」

全
国
書
道
展
の
作
品
募

集
に
つ
い
て

Ｑ　
宇
野
雪
村
賞
で
出
品

料
を
取
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
収
支
は
ど
う
な

の
か
。

Ａ　
事
業
費
は
１
９
８
万

円
で
出
品
料
は
１
３
４
万

円
頂
い
て
い
る
。

　

税
務
課

平
成
26
年
度
町
税
微
収

実
績
に
つ
い
て

Ｑ　
不
納
欠
損
が
発
生
し

て
い
る
が
、
完
全
に
不
納

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

Ａ　
執
行
停
止
が
３
年
間

続
い
た
も
の
は
納
付
義
務

が
消
滅
し
、
不
納
欠
損
と

な
る
。
期
間
満
了
に
よ
る

も
の
が
23
件
で
１
０
７
万 

７
千
８
３
４
円
。
時
効
５

年
の
請
求
権
が
消
滅
し
た

も
の
が
９
件
で
95
万
８
千 

２
３
６
円
で
あ
る
。

　

企
画
課

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入

状
況
に
つ
い
て

Ｑ　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
状

況
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

フ
レ
ッ
ツ
光
が
入
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
３
月
19
日
～
５
月
末

で
休
止
の
届
け
出
は
５
メ

ガ
で
１
４
６
件
、
15
メ
ガ

で
34
件
、
合
計
１
８
０
件

と
な
っ
て
お
り
、
金
額
で

年
６
２
０
万
円
の
減
に
な

る
。

　

総
務
課

平
成
26
年
度
新
温
泉
町

一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

Ｑ　
事
業
主
は
従
業
員
か

ら
必
ず
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

申
告
し
て
頂
か
な
い
と
、

源
泉
徴
収
が
出
来
な
い
の

か
。

Ａ　
そ
の
通
り
に
な
る
と

思
う
。

産業建設常任委員会
平成２７年６月１１日開会

　
牧
場
公
園
課

報
告
事
項

Ｑ　
来
園
者
が
増
え
て
い

る
が
、
そ
の
要
因
は
。

Ａ　
天
候
が
一
番
の
要
因

と
考
え
る
。

Ｑ　
観
光
団
体
と
の
提
携

を
考
え
て
は
。

Ａ　
地
域
の
発
展
に
繋
が

る
と
思
う
の
で
す
す
め
て

い
き
た
い
。

Ｑ　
修
繕
料
の
内
容
は
。

Ａ　
大
風
が
吹
き
、
ダ
チ 

ョ
ウ
の
柵
が
倒
壊
し
修
繕

し
た
。

　

農
林
水
産
課

報
告
事
項

Ｑ　
中
山
間
・
多
面
的
機

能
等
の
交
付
金
の
使
途
は

把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ　
実
績
報
告
し
、
領
収

書
を
添
付
し
て
報
告
し
て

い
る
。

Ｑ　
町
内
の
檻お
り

の
数
は
。

今
年
の
申
請
数
は
。
補
助

金
の
割
合
は
、
町
の
持
分

は
。

Ａ　
数
は
１
２
７
基
。
今

年
の
申
請
数
は
精
査
中
で

あ
る
。
補
助
は
国
の
50
％

で
あ
り
、
町
の
持
分
は
な

し
。

Ｑ　
松
く
い
の
木
を
切
っ

た
ら
早
く
処
分
を
。
切
っ

た
後
の
補
植
は
。

Ａ　
本
数
が
多
く
あ
る
と

き
は
そ
の
日
に
処
分
で
き

な
い
。
補
植
は
部
分
的
に

し
て
い
る
。

Ｑ　
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
・
ホ
タ

ル
イ
カ
水
揚
げ
量
は
、
日

本
一
か
。

Ａ　
漁
獲
高
は
毎
年
変
わ

り
日
本
一
と
は
い
い
き
れ

な
い
。
Ｐ
Ｒ
の
た
め
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
日

本
一
も
変
わ
る
。

　
建
設
課

報
告
事
項

Ｑ
　
土
地
購
入
費
、
㎡
当

た
り
い
く
ら
か
。
何
を
参

考
に
し
て
決
め
て
い
る
の

か
。

Ａ　
買
収
単
価
は
、
近
隣

の
実
例
値
を
参
考
に
し
、

公
共
用
地
の
標
準
値
又
は

実
例
値
か
ら
基
準
値
を
出

し
て
い
く
。

Ｑ　
下
タ
山
残
土
処
分
場
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は
あ
と
２
年
間
で
閉
鎖
で

あ
る
。
安
全
監
視
に
つ
い

て
、
何
年
間
と
い
う
、
観

測
期
間
の
規
定
が
あ
る
の

か
。

Ａ　
観
測
に
つ
い
て
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。

Ｑ　
道
路
の
危
険
箇
所
を

点
検
し
早
急
に
整
備
し
管

理
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
財
政
・
地
区
と
も
相

談
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ

で
も
応
え
て
い
き
た
い
。

そ

の

他

Ｑ　
浜
坂
道
路
か
ら
西
の

ル
ー
ト
の
状
況
は
。

Ａ　
切
れ
目
の
な
い
ル
ー

ト
帯
で
、
手
が
け
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。

　

商
工
観
光
課

報
告
事
項

Ｑ　
上
山
高
原
ふ
る
さ
と

館
の
収
支
、
管
理
料
の
積

算
基
準
は
。
判
断
材
料
が

見
え
な
い
。

Ａ　
管
理
料
の
範
囲
内
で

の
収
支
を
お
願
い
し
て
い

る
。
今
後
は
全
体
の
中
で

の
収
支
を
出
す
よ
う
検
討

し
た
い
。

Ｑ　
薬
師
湯
の
寄
付
金
の

性
格
と
、
ま
ち
歩
き
案
内

所
の
割
増
賃
金
と
は
何
か
。

Ａ　
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

財
産
区
の
中
で
の
取
り
決

め
。
ま
ち
歩
き
の
割
増
賃

金
は
二
人
分
の
一
時
金
。

Ｑ　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
の
経
済
効
果
は
。

Ａ　
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
広
く
使
用
し
て
頂
け

ば
、
経
済
効
果
は
上
が
る
。

Ｑ　
道
の
駅
、
現
在
の
状

況
は
。
県
・
町
が
や
る
事

を
一
覧
表
に
し
て
提
出
を
。

Ａ　
詳
細
設
計
が
完
了
す

る
ま
で
、
待
っ
て
ほ
し
い
。

　
町
民
課

Ｑ　
豊
岡
市
竹
野
町
に
ゴ

ミ
処
理
場
が
移
る
。
そ
れ

に
よ
る
ゴ
ミ
の
運
搬
業
務

は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
れ

ま
で
通
り
の
時
刻
で
収
集

が
で
き
る
の
か
。

Ａ　
基
本
的
に
は
現
在
と

変
わ
ら
な
い
。
ど
う
な
る

の
か
計
画
を
作
り
、
提
出

す
る
。

Ｑ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
）

を
統
括
す
る
担
当
課
は
ど

こ
か
。

Ａ　
総
務
課
で
あ
る
。

　
上
下
水
道
課

水
道
事
業
・
温
泉
事
業
の

料
金
改
定
と
下
水
道
の

料
金
統
一
に
係
わ
る
協
議

会
・
審
議
会
の
設
置

Ｑ　
温
泉
地
域
・
浜
坂
地

域
の
下
水
道
料
金
を
統
一

し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

現
在
の
料
金
に
な
っ
た
経

過
が
あ
る
。
そ
れ
を
統
一

す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ

る
。
現
在
の
料
金
体
系
で

い
く
べ
き
だ
。

Ａ　
審
議
会
を
設
置
し
、

指
摘
さ
れ
た
点
も
含
め
検

討
す
る
。

Ｑ　
浜
坂
簡
易
水
道
の
料

金
改
定
か
ら
３
年
が
経
過

し
た
。
期
間
が
あ
ま
り
に

短
す
ぎ
る
。

Ａ　
こ
の
料
金
の
ま
ま
で

あ
れ
ば
会
計
が
持
た
な

い
。
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
。

Ｑ　
協
議
会
・
審
議
会
は

原
則
公
開
と
す
べ
き
だ
。

Ａ　
検
討
す
る
。

　
健
康
福
祉
課

平
成
26
年
度
介
護
保
険
事

業
給
付
及
び
認
定
状
況

Ｑ　
新
し
い
介
護
保
険
事

業
計
画
を
作
る
場
合
、
作

成
段
階
か
ら
、
委
員
会
に

提
案
す
べ
き
だ
。

Ａ　
次
期
の
計
画
作
成
に

当
た
っ
て
は
、
早
い
時
期

か
ら
委
員
会
と
相
談
し
た

い
。

Ｑ　
新
し
い
共
同
作
業
所

が
完
成
し
た
が
、
完
成
が

１
か
月
も
遅
れ
た
原
因
は

何
か
。

Ａ　
施
工
す
る
業
者
（
下

請
）
の
決
定
が
遅
れ
た
こ

と
が
原
因
。

　

公
立
浜
坂
病
院

Ｑ　
着
任
さ
れ
た
細
川
医

師
の
部
署
は
ど
こ
か
。

Ａ　
訪
問
医
療
及
び
岸
田

出
張
診
療
所
長
。
外
科
診

療
を
週
二
日
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

　
陳
情
・
意
見
書

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者

に
対
す
る
医
療
費
助
成
等

の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

○
水
道
施
設
の
耐
震
化
に

対
す
る
支
援
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

　
２
案
と
も
全
会
一
致
で

採
択
し
、
本
会
議
に
提
案

し
た
。

環境福祉常任委員会
平成２７年６月１０日開会

　



意見書・人事同意・表彰
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意
見
書

●
「
日
本
を
、
海
外
で
戦
争
す
る

国
」
に
し
よ
う
と
す
る
「
安
全
保

障
関
連
法
案
」
の
廃
案
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
で
可
決
）

●
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
対
す
る

支
援
の
充
実
・
強
化
等
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　（
全
会
一
致
で
可
決
）

●
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
よ
る
肝
硬

変
・
肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
医
療

費
等
助
成
制
度
の
創
設
を
早
期
に

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
国
会

及
び
政
府
関
係
機
関
へ
提
出
し
た
。

 

人
事
同
意

●
人
権
擁
護
委
員

　
井
上
修
治
氏
（
芦
屋
）
を
同
意

　
任
期
：
法
務
省
の
任
命
の
日
か

ら
３
年
間

第 73 回定例会  議案採決一覧表（Ｈ 27.6）

　議　員　名　

　議　案　名

1 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
賛
　
　
　
成

反
　
　
　
対

採
　
　
　
決

中

井
　

勝

宮
本
泰
男

小
林
俊
之

池
田
宜
広

中

村
　

茂

岩
本
修
作

谷

口
　

功

植
田
光
隆

宮

脇
　

諭

西
村
銀
三

谷
田
一
富

岡
坂
峰
雄

高
橋
邦
夫

中
井
次
郎

西
村
敏
弘

新温泉町国民健康保険税条例の一部改
正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × － 11 3 可

決

平成 27 年度新温泉町一般会計補正予
算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × － 11 3 可

決

「日本を、海外で戦争する国」にしよ
うとする「安全保障関連法案」の廃
案を求める意見書の提出について

○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 12 2 可
決

○は賛成、×は反対、－は議長職のため採決に加わらない。（全員賛成議案は省略）

　

議
会
日
誌

（
４
月
）

４
月
７
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

４
月
13
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

４
月
22
日
　
美
方
郡
町
議
会
連
絡
協

　
　
　
　
　
議
会
総
会

４
月
28
日
　
議
会
議
員
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
京
丹
後
市
》

（
５
月
）

５
月
13
日
　
議
会
運
営
委
員
会

５
月
18
日
　
北
但
行
政
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
運
営
委
員
会《
豊
岡
市
》

５
月
21
日
　
兵
庫
県
町
議
会
議
員
公

　
　
　
　
　
務
災
害
補
償
組
合
議
会

　
　
　
　
　
定
例
会
、
兵
庫
県
町
議

　
　
　
　
　
会
議
長
会
臨
時
総
会
及

　
　
　
　
　
び
評
議
員
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　《
神
戸
市
》

５
月
25
日
　
美
方
郡
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
議
会
臨
時
会

５
月
26
日
　
北
但
行
政
事
務
組
合
議

　
　
　
　
　
会
臨
時
会
《
豊
岡
市
》

５
月
29
日
　
議
会
運
営
委
員
会

（
６
月
）

６
月
１
日
　
兵
庫
県
町
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
第
66
回
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　《
神
戸
市
》

６
月
４
日
～
16
日

　
　
　
　
　
第
73
回
議
会
定
例
会

６
月
５
日
　
全
員
協
議
会

６
月
５
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

６
月
５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
月
９
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

６
月
10
日
　
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

６
月
11
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

町ホームページで
行政情報と議会一般質問の動画を配信中
　町民の皆さんに町行政や町議会への関心をいっそ

う高めていただくため、町ホームページで動画の配

信を行っています。

　ホームページの「ビデオライブラリー」のバナー

からご覧いただけます。

 

表
　
彰

●
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰

　
小
林
俊
之
氏

　
　
　
　（
議
員
在
職
27
年
以
上
）

　
岡
坂
峰
雄
氏

　
　
　
　（
議
員
在
職
15
年
以
上
）

●
兵
庫
県
町
議
会
議
長
会
長
表
彰

　
谷
口
　
功
氏

　
　
　
　（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

●
兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　
西
村
銀
三
氏
（
自
治
功
労
）



浜
坂
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
　
　
　
　
　

代 

表
　
酒
　
井
　
　
　
浩
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編
集
後
記

　
地
方
創
生
の
一
つ
と
し

て
我
町
で
は
総
額
１
億
６
，

５
０
０
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
発
売
日
に
は
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
多
く

の
方
が
購
入
さ
れ
、
２
日
間

で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
大
い
に
地
域
経

済
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。

き
び
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
す

が
、
健
康
に
は
十
分
ご
留
意

下
さ
い
。

（
Ｔ
・
Ｋ
）

活
動
内
容
は
…
毎
週
水
曜
日
に
、
小
学
３
年
生
か
ら

６
年
生
を
対
象
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
基
礎
練
習
（
走
る

姿
勢
・
10
分
ジ
ョ
グ
・
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
・
変
則
ダ
ッ

シ
ュ
な
ど
）
や
楽
し
い
練
習
（
鬼
ご
っ
こ
・
リ
レ
ー
・

球
技
な
ど
）
も
取
り
入
れ
て
、
楽
し
く

走
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、
走
る

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
教
室
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
年
６
月
に
は
、
初
め
て
町
外
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
希
望
者
20
名
で
遠
征
参

加
し
、
生
徒
に
は
と
て
も
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

い
つ
か
ら
…
２
０
１
２
年
４
月
に
ス
タ
ー

ト
し
て
、
今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
現
在
コ
ー
チ
を
し
て
い

る
中
の
２
人
よ
り
「
学
生
時
代
に
陸
上

競
技
を
し
て
き
た
自
分
た
ち
が
、
今
の

子
供
た
ち
に
陸
上
競
技
を
教
え
る
こ
と

が
出
来
た
ら
い
い
な
ー
」
と
夢
を
語
っ

た
こ
と
が
発
端
。

メ
ン
バ
ー
は
…
現
在
の
会
員
数
は
、
３
年

生
26
名
、
４
年
生
17
名
、
５
年
生
15
名
、

６
年
生
21
名
、
合
計
79
名
。
現
在
の
指

導
し
て
い
る
コ
ー
チ
は
13
名
で
、
陸
上
経
験
者
か
ら

市
民
ラ
ン
ナ
ー
や
生
徒
の
保
護
者
に
も
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

会
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
…
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
基
礎
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
び
な
が
ら
体
力
向
上
を
目
指
し
、

団
体
行
動
や
協
調
性
、
挨
拶
や
礼
儀
も
指
導
し
ま

す
。
ま
だ
発
育
途
上
の
小
学
生
な

の
で
、
あ
ま
り
ハ
ー
ド
な
練
習
は

行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
会
費
も

安
く
抑
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は
…
ラ
ン
ニ
ン
グ
は

ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
で
も
あ
る
の

で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
の
卒
業
生

が
、
陸
上
競
技
に
限
ら
ず
、
色
々

な
ス
ポ
ー
ツ
で
将
来
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
… 

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
の
生
徒
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
、
是
非
、
子
供
さ

ん
の
送
り
迎
え
の
つ
い
で
に
子
供

さ
ん
と
一
緒
に
、
最
初
の
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
・
体
操
や
終
わ
り

の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
・
体
操
な
ど
に

参
加
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。
ま
ず

は
コ
ー
チ
陣
の
充
実
を
図
り
た
い
為
、
コ
ー
チ
の
募

集
を
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
御
連
絡
下
さ
い
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本

　
　
子
供
達
の
将
来
の
活
躍
に
期
待
！

次
回
定
例
会
は　
　

　
　
　

９
月
で
す
。

　

傍
聴
し
て
下
さ
い
。

挿し絵　木本博明氏

議会広報調査特別委員会

委員長　中村　茂

副委員長　池田宜広

委　員　小林俊之

　　　  岩本修作

　　　  植田光隆

　　　  中井次郎

発
行
者
　
議
長
　
西
村
敏
弘

発
行
・
新
温
泉
町
議
会　

編
集
・
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
〒
６
６
９
‐
６
７
９
２  

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
浜
坂
２
６
７
３
‐
１

　
　
　
　
　
　
　

     　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
９
６
）
８
２
ー
５
６
２
８


